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　　　　　　　　　　　　　　　　　 2050年までに、二酸化炭素の排出量を実質
　　　　　　　　　　　　　　　  ゼロにすることを目指す地方自治体です。

旭川市は令和３年10月に表明し、脱炭素社会の実現に向けて、積極的に取り組んでい
ます
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　安心して暮らせる豊かな地球環境を守るた
め、私たちが抱える気候変動問題の解決に向
けた市の取組みを紹介します。
【詳細】環境総務課25・5350

　みなさん、この冬いかがお過ごしですか？
　旭川の冬を乗り切るには暖房は欠かせませんが、ちょっとした工夫で快適
さを保ちながらエネルギーを大切に使うことができます。私は寒さ対策とし
て、朝に除雪をした後温かいコーヒーを飲み、ゆっくりと１日をスタートし
ています。他にも、窓に断熱シートを貼ったり、カーテンを閉めたりするだ
けで暖房効率がぐっと上がります。エネルギーを無理なく上手に使うことは、
未来の旭川のための贈り物にもなります。この冬も、寒さ対策と節電を心掛
けながら心地よい毎日をお過ごしください。

　「ゼロカーボンシティ旭川」の実現を目
指し、宮前公園および旭川第五小学校・桜
岡中学校に計22本
植樹しました。
　今後もサステナ
ブルな街を目指し
ていきます。

　通勤・通学・買い物など
日々の「移動」を「エコ」
にしていく取組みのことを

いいます。市では今年度新たに電気自動車
を２台導入し、積極的に推進しています。

植樹を実施しました

1公共交通機関を利用しましょう
（電車、バス等の公共交通機関の利用）
2移動手段を見直しましょう
（自転車や徒歩での移動の推奨）
3自動車の利用を工夫しましょう
（エコドライブの推奨、エコカーへの乗り換え）
4長距離移動を工夫しましょう
（エコ旅行やエコ出張等の実施）

参考：環境省

旭川市
からの
お知らせ

　日常に潜むデザインの力
を生かして、地域の魅力を
引き出し、新たな体験を生
み出す秘訣をお話しいただ
きます。

　デザインを言葉で理解す
ることで、道具としてのデ
ザインを学び、日常生活や
ビジネスで実践する方法を
お話しいただきます。

【詳細】あさひかわ創造都市推進協議会65・7047

 ところ　 ときわ市民ホール（５の４）
 定員　80人
 講師　UMA／design farm代表
 　　　原田祐馬さん
 申込　右の申込フォームで受付け

はらだ　　ゆうま

デザイン　　　ファームユーエムエー

 ところ　大雪クリスタルホール（神楽３の７）
 定員　80人
 講師　デザイン教育家
　　　 稲葉裕美さん
 申込　右の申込フォームで受付け

いなば　　  ゆみ　

地域の魅力を再発見
～人と人、人と地域をつなぐ
仕組みをデザインする

252 ⁄

18：00
～ 20：00

火
デザインを言語化する力
～誰もがデザインを学び活用
できる未来へ

53 ⁄
17：30
～ 20：30

水

申込フォーム申込フォーム

https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/smartmove/about_smartmove/index.html
https://logoform.jp/f/UgQRN
https://logoform.jp/f/21yOS



